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因島高校（旧因島高校・
旧因島北高校含む）からの
福山大学への進学実績

志願者総数

入学者総数

４４８人

１６０人
（16年内定を含む）

２
月
２
日
、
ナ
テ
ィ
ー
ク
城

山
に
て
、
因
島
高
校
就
職
内
定
者

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
が
行
わ

れ
、
就
職
希
望
者
20
名
が
、
参

加
し
ま
し
た
。 

因
島
高
校
を
卒
業
し
、
社
会

に
巣
立
つ
若
者
を
激
励
し
、
社
会

に
で
て
か
ら
の

マ
ナ
ー
を
身
に

着
け
て
も
ら
お

う
と
、
昨
年
、

因
島
高
校
を
支

援
す
る
会
と
因

島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
共
同
企
画
し

た
も
の
で
、
今

年
は
２
回
目
。 

ナ
テ
ィ
ー
ク

の
磯
田
主
任
か

ら
、
フ
オ
ー

ク
、
ナ
イ
フ
の
使
い
方
や
、
外
国

の
食
文
化
の
話
な
ど
教
え
て
も
ら

う
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
が
、

次
第
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、

い
い
思
い
出
の
会
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。 

出
席
参
加
し
た
生
徒
は
、
次

の
と
お
り
。
（
１
組
）
原
田
翔
、

宮
地
和
也
、
吉
村
雅
輝
、
（
２
組
）

今
治
儀
彦
、
竹
田
太
、
浅
海
芳
一
、

（
３
組
）
大
出
悦
子
、
（
４
組
）

大
出
太
介
、
岡
野
悦
司
、
奥
迫
亜

衣
、
西
原
貴
典
、

箱
崎
鷹
志
、
藤
原

康
洋
、
（
５
組
）

佐
藤
雅
英
、
下
野

愛
、
時
本
達
也
、

箱
崎
恵
実
、
箱
崎

慎
太
郎
、
村
上
大

喜
、
村
上
真
希
。 

４
月
か
ら
、

新
社
会
人
と
な
っ

て
、
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。 

就
職
内
定
者
に

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

          

講
習
会

２月19日（木）、福山大学名誉総長 宮地茂さんを、宮地康福因島市教育長、竹中啓修因島高校
を支援する会会長はじめ、支援する会編集スタッフが、福山大学を訪問し、お話をお聞きしました。

因
島
市
50
周
年
を
記
念
し
、

福
山
大
学
名
誉
総
長
　
宮
地
茂
さ

ん
が
、
因
島
市
名
誉
市
民
に
選
ば

れ
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
幼
少
時

代
の
苦
労
話
、
さ
ら
に
は
、
福
山

大
学
を
開
学
し
、
教
育
・
文
化
の

発
展
や
、
地
域
の
活
性
化
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
経
緯
、
因

島
へ
の
思
い
な
ど
を
、
因
島
市
民

と
し
て
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
、
宮
地
茂
氏
の
特
集
と
い

た
し
ま
し
た
。 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

（
村
上
正
則
・
村
井
圭
一
・
松
浦
真
博
） 

宮 地  茂
福山大学名誉総長

因島市名誉市民因島市名誉市民

宮地茂 福山大学名誉総長に聞く宮地茂 福山大学名誉総長に聞く宮地茂 福山大学名誉総長に聞く特
集

略 歴

大正  3.  5.15生まれ（89才）
昭和16.  3　広島高等師範学校を

経て広島文理科大学
史学科卒業

昭和17.  7　高等文官試験合格
昭和17.  9　文部省入省

（官房長、社会教育
局長、大学学術局長、
初等中等教育局長な
ど歴任）

昭和46.  6　文部省退職
昭和50.  1　学校法人福山大学設

立。学校法人福山大
学理事長

昭和50.  4　福山大学学長
昭和62.11　勲二等瑞宝章受賞
平成  6.  4　福山平成大学設立
平成  6.  5　学校法人福山大学総長
平成14.  1　学校法人福山大学名誉

総長
平成15.  8　福山市名誉市民
平成15.11　因島市名誉市民

宮
地
康
福
因
島
市
教
育
長

こ
の
た
び
、
因
島
名
誉
市
民

に
選
ば
れ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
大
浜
町
に
は
、
水

族
館
や
研
究
施
設
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
福

山
大
学
の
先
生
方
の
ご
協
力
・
お

知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
立
派
な

施
設
を
充
分
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 竹
中
啓
修
因
島
高
校
を
支
援
す

る
会
会
長

福
山
大
学
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

因
島
高
校
か
ら
の
入
学
生
が
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定

校
枠
に
つ
き
ま
し
て
も
、
大
変
配

慮
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 ―
昨
年
の
記
念
講
演
会
は
盛
況

で
し
た
。 

日
頃
の
活
動
を
因
島
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
９
月

13
、
20
、
27
日
の
３
回
に
わ
た

っ
て
、
「
目
指
せ
！
明
日
の
養
殖

漁
業
」
と
題
し
て
公
開
授
業
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

気
楽
に
聞
け
る
よ
う
な
講
演
や
実

習
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ―
大
浜
町
に
あ
る
海
洋
研
究
所

は
、
ど
う
い
う
目
的
で
作
ら
れ

た
の
で
す
か
。

正
式
に
は
「
内
海
生
物
資
源

研
究
所
」
と
い
い
ま
す
が
、
平
成

元
年
に
工
学
部
生
命
系
学
科
の
教

育
と
研
究
の
場
の
一
部
と
し
て
、

開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
因
島
の
方
々
、
特
に
子

ど
も
た
ち
に
瀬
戸
内
の
魚
を
身
近

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
を
こ
め
て
、
水
族
館
を
同
時

に
つ
く
り
ま
し
た
。 

 ―
水
族
館
は
評
判
い
い
で
す
。

昨
年
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
大
浜

町
の
子
ど
も
が
、
「
お
客
さ
ん
を

連
れ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
？
」

と
聞
か
れ
て
、
「
福
山
大
学
の
水

族
館
で
す
。
」
と
答
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
地
元
で
親

し
ま
れ
て
い
る
の
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。 

水
族
館
も
、
今
は
飼
育
し
て

い
る
だ
け
で
観
賞
用
で
す
が
、
今

後
は
、
大
阪
の
海
遊
館
な
ど
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
「
水
族
館
学
」

と
い
う
講
義
・
実
習
を
開
設
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 ―
学
生
さ
ん
や
先
生
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
か
。

３
年
前
、
生
命
工
学
部
が
設

立
さ
れ
、
海
洋
生
物
工
学
科
の
研

究
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
教
授

２
名
、
助
教
授
１
名
ほ
か
、
数
名

の
講
師
陣
で
、
教
育
と
研
究
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
40
名
近
く
の
学
部
学

生
、
大
学
院
生
が
日
夜
研
究
に
励

ん
で
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は

さ
ら
に
人
数
も
増
え
、
ま
す
ま
す

に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。 

研
究
所
で
は
、
宿
泊
施
設
（
約

50
名
収
容
）
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

学
生
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

―
現
在
、
ど
ん
な
研
究
を
し
て

い
ま
す
か
。 

①
養
殖
を
行
な
う
上
で
、
環
境
の

変
化
に
強
く
、
病
気
に
強
く
、

飼
い
や
す
い
品
種
を
作
り
出

す
選
抜
育
種
を
よ
り
効
率
的

に
行
な
う
方
法
を
開
発
し
て

い
ま
す
。 

②
魚
介
類
の
健
全
な
幼
稚
魚
を
育

成
す
る
た
め
の
技
術
を
開
発

し
て
い
ま
す
。 

③
調
査
船
「
第
２
爽
風
丸
」
に
よ

る
布
刈
瀬
戸
周
辺
海
域
の
海

峡
調
査 

を
目
標
に
教
育
研
究
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。 

研
究
の
結
果
と
し
て
、
生
産

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
魚
類
の
種
苗
は
、

県
、
因
島
市
、
因
島
漁
協
と
共
同

で
因
島
周
辺
に
放
流
し
て
い
ま
す
。 

 ―
因
島
で
活
用
で
き
る
こ
と
や
、

活
用
し
て
貰
い
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。 

こ
の
研
究
所
で
は
希
望
さ
れ

れ
ば
、
高
校
生
の
体
験
学
習
や
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
教
員
の
実
習
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

ま
た
、
高
校
で
は
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
授

業
を
企
画
し
、
経
験
豊
富
な
講
師

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
要
望
に
応
え
て
、
福
山
大
学

の
教
授
陣
が
高
校
を
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
に
関
す
る
話
題
を
わ

か
り
や
す
く
講
義
す
る
訪
問
授
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

高
校
生
か
ら
は
、
「
興
味
を

も
て
る
も
の
に
め
ぐ
り
合
え
た
。
」

「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

地
域
の
高
校
と
手
を
携
え
て
、

次
代
の
若
者
の
教
育
を
行
な
う
こ

と
は
、
私
達
の
望
み
で
す
。 

 ―
ど
ん
な
子
ど
も
時
代
で
し
た

か
。小

さ
い
頃
は
家
が
貧
し
か
っ

た
の
で
、
麦
と
イ
モ
を
食
べ
て
い

ま
し
た
。
母
親
が
「
コ
メ
の
食
べ

ら
れ
る
人
間
に
な
れ
。
」
と
い
う

励
ま
し
を
胸
に
し
て
努
力
し
ま
し

た
。
貧
し
い
こ
と
は
、
体
験
し
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
母
は
「
貧
乏

を
か
け
て
す
ま
な
い
。
」
と
い
つ

も
話
し
て
い
た
。
し
か
し
、
金
持

ち
に
な
れ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。 

 ―
親
孝
行
に
つ
い
て

親
孝
行
と
は
、
親
の
言
う
こ

と
を
よ
く
き
く
こ
と
、
病
気
を
し

な
い
、
親
孝
行
の
最
た
る
物
は
、

親
に
心
配
を
か
け
な
い
と
言
う
こ

と
で
す
。
親
と
漁
に
で
て
、
小
学

校
を
休
む
者
も
多
く
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
、
親
の
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
、
親
孝
行
だ
と
言
わ
れ
た
時

代
で
し
た
。 

 ―
師
範
学
校
に
進
学
。

中
学
に
行
き
た
か
っ
た
し
、

母
親
も
行
か
せ
た
い
と
思
っ
た
。

貧
乏
で
、
本
土
の
学
校
に
行
く
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
福
山
師
範

学
校
（
後
に
広
島
師
範
に
統
合
）

に
入
学
し
た
。
師
範
学
校
は
授
業

料
が
い
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

給
料
を
も
ら
え
た
。
そ
れ
で
、
母

親
に
魚
や
土
産
を
買
い
、
小
遣
い

を
送
り
ま
し
た
。 

師
範
学
校
の
寄
宿
舎
の
夕
食
に
、

コ
ロ
ッ
ケ
や
オ
ム
レ
ツ
と
い
う
洋

食
が
で
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 ―
な
ぜ
、
大
学
を
つ
く
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
か
。 

当
時
、
大
学
紛
争
が
激
し
く
、

東
大
の
安
田
講
堂
に
学
生
が
た
て

こ
も
り
、
全
共
闘
が
騒
い
で
い
た

こ
ろ
で
す
。
大
学
は
、
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
と
大
き
な
疑
問
を

抱
き
、
理
想
と
す
る
大
学
を
建
設

し
よ
う
、
自
分
が
納
得
で
き
る
大

学
を
つ
く
ろ
う
、
と
考
え
ま
し
た
。

親
が
、
本
当
に
子
を
託
せ
る
よ
う

な
大
学
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
平
櫛
田
中
氏
の
言
葉
に
あ
る
が
、

「
い
ま
や
ら
ね
ば
、
い
つ
で
き
る
。

わ
し
が
や
ら
ね
ば
、
た
れ
が
や

る
。
」
の
精
神
だ
。 

 ―
福
山
を
選
ん
だ
理
由
。

自
分
の
生
ま
れ
た
地
域
に
は
、

大
学
が
な
い
。
場
所
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
郷
里
の
因
島
に
大
学
を

つ
く
り
、
因
島
の
子
ら
に
す
ば
ら

し
い
大
学
生
活
を
味
合
わ
せ
て
や

り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、

因
島
で
は
、
学
生
募
集
に
無
理
が

あ
る
と
思
い
、
近
い
所
と
い
う
こ

と
で
、
因
島
や
備
後
地
区
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

福
山
に
決
め
ま
し
た
。 

 ―
福
山
大
学
が
で
き
た
と
き
の

感
動
は
、
あ
り
ま
し
た
か
。

福
山
大
学
が
出
来
た

と
き
、
母
が
、
ゾ
ウ
キ

ン
を
10
枚
縫
っ
て
、
「
恥

ず
か
し
い
け
ど
、
私
が

し
て
や
れ
る
こ
と
は
こ

れ
く
ら
い
だ
。
こ
れ
で
学
校
を
き

れ
い
に
し
な
さ
い
。
」
と
、
渡
し

て
く
れ
た
。
何
を
貰
っ
た
よ
り
、

う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
ゾ
ウ
キ
ン

は
、
今
で
も
大
事
に
と
っ
て
あ
り

ま
す
。 

 ―
若
い
人
た
ち
に
何
か
一
言
。

自
分
の
遠
縁
の
子
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ち
ら

の
気
持
ち
は
通
じ
な
い
。
ク
ー
ル

だ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
、
し
っ
か
り

し
て
ほ
し
い
。
日
本
の
国
は
、
将

来
大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
る
。 

 ―
因
島
の
子
ど
も
た
ち
に
一
言
。

因
島
高
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

喜
ん
で
福
山
大
学
に
来
て
く
れ
る

か
と
思
っ
た
が
、
勘
違
い
だ
っ
た
。

ど
う
せ
親
元
を
離
れ
る
な
ら
、
福

山
大
学
よ
り
遠
く
を
選
択
す
る
。

さ
み
し
い
ね
。
大
き
く
な
っ
た
ら
、

わ
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

因
島
の
出
身
の
本
学
学
生
で
、

「
先
輩
の
作
っ
た
学
校
に
来
ま
し

た
。
」
と
い
う
子
が
、
一
人
も
い

な
い
。 

因
島
の
子
の
た
め
に
、
大
学

を
つ
く
り
ま
し
た
と
は
、
因
島
以

外
の
地
域
の
人
に
は
言
え
な
い
が
、

私
が
自
分
の
故
郷
の
因
島
に
対
し

て
も
っ
て
い
る
情
熱
、
気
持
ち
を

理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の
が
、
さ

み
し
い
。 

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
立
派

な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
歴
史

と
伝
統
を
大
事
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。 

 宮
地
康
福
因
島
市
教
育
長

今
日
は
、
お
忙
し
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
名
誉
総
長
の
お
言
葉
を

胸
に
し
て
、
教
育
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
誉
総
長

も
今
後
と
も
お
元
気
で
ご
活
躍
く

だ
さ
い
。 
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（2） 「 因 島 高 校 を 支 援 す る 会 」 会 報第０21号 平成16年（2004年）３月１日発行 

平
成
15
年
11
月
26
日
、
田
熊
小
学
校
（
岩
木
久
満
校
長
）
の
体
育

館
で
、
全
校
児
童
の
合
唱
の
後
、
「
お
話
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
て
、

堤
恵
子
さ
ん
と
堤
友
彦
さ
ん
の
ト
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
が
見
守
る

赤
崎
フ
エ
リ
ー
待
合
所
と
農

協
に
は
、
書
道
、
絵
画
、
工
作
な

ど
子
ど
も
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

「
◯
◯
ち
ゃ
ん
は
、
上
手
に
な
っ

た
。
」「
◯
◯
さ
ん
と
こ
の
孫
や

あ
。
」
と
話
題
に
の
ぼ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
地
域
で
見
守
っ

て
い
ま
す
。 

今
ま
で
は
、
午
前
が
小
学
校

運
動
会
、
午
後
か
ら
町
民
大
会
と

別
々
で
あ
っ
た
が
、
昨
秋
に
は
、

地
域
の
協
力
も
得
て
、
合
同
大
運

動
会
を
行
な
い
、
観
客
も
増
え
、

子
ど
も
も
張
り
切
っ
て
活
躍
し
ま

し
た
。 

 

瀬
戸
田
町
と
の
連
携
も
必
要

人
数
が
少
な
い
た
め
、
バ
レ

ー
や
野
球
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
瀬
戸
田
の
南
小
学
校
と
合

同
で
編
成
。
生
口
中
学
校
に
は
、

東
生
口
小
と
南
小
学
校
の
卒
業
生

が
進
学
す
る
た
め
、
６
年
生
の
時
、

親
子
で
交
流
会
を
行
な
い
、
豚
汁

を
つ
く
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ

ー
ム
を
し
て
、
親
交
を
深
め
ま
す
。

生
口
中
・
南
小
・
東
生
口
小
は
、

授
業
公
開
研
究
も
実
施
す
る
な
ど

学
校
間
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。 

因
島
の
管
轄
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

田
熊
校
区
陸
上
競
技
会
、
因
北
小

で
水
泳
大
会
な
ど
、
因
島
と
の
交

流
も
あ
る
が
、
先
生
方
も
、
瀬
戸

田
町
教
育
委
員
会
管
轄
と
因
島
管

轄
と
双
方
の
研
修
に
出
席
し
て
い

ま
す
。 

 

５
・
６
年
生
は
ス
キ
ー
合
宿

毎
年
、
県
境
の
三
井
野
原
ス

キ
ー
場
に
一
泊
二
日
。
民
宿
の
ご

主
人
と
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
が
、

指
導
し
て
く
れ
る
と
い
う
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
上
達
も
早
い
。 

 

縦
割
り
活
動

全
校
生
徒
を
各
学
年
を
超
え

て
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ

ル
ー
プ
活
動
を
行
な
う
。
上
級
生

が
下
級
生
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、

遠
足
や
芋
パ
ー
テ
ー
や
ク
リ
ー
ン

活
動
を
行
な
う
。 

複
式
学
級

２
学
年
で
17
人
以
上
な
ら
別

の
学
級
が
編
成
で
き
る
が
、
３
年
・

４
年
は
少
な
い
た
め
、
複
式
学
級
。

図
工
や
体
育
は
、
一
緒
に
し
て
い

る
が
、
理
科
、
社
会
は
、
教
科
書

を
互
い
違
い
に
使
い
授
業
を
す
る
。

算
数
は
学
年
で
教
科
書
が
違
う
た

め
、
担
任
と
教
頭
が
分
担
し
て
教

え
て
い
ま
す
。 

来
年
度
は
、
教
員
定
数
法
の

計
算
で
い
く
と
、
（
２
・
３
学
年
）

と
、
（
４
・
５
学
年
）
の
変
則
複

式
学
級
に
な
り
、
一
人
の
先
生
が

教
え
る
に
は
、
学
年
ご
と
の
学
習

指
導
要
領
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
書
き
方
」
で
は
、
２
年
は
硬
筆
、

３
年
は
毛
筆
が
出
て
く
る
。
２
年

は
、
「
生
活
科
」
と
い
っ
て
、
旧

来
の
理
科
と
社
会
科
が
あ
わ
さ
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
３
年
は
「
理

科
」
・
「
社
会
科
」
と
分
か
れ
る
。

４
年
ま
で
は
無
い
が
、
５
年
か
ら

「
家
庭
科
」
が
始
ま
る
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
変

則
複
式
学
級
と
な
る
と
、
子
ど
も

の
学
力
保
障
も
難
し
い
た
め
、
松

原
校
長
は
、
泉
谷
公
夫
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
と
も
に
、
学
級
の
編
成
に
対

し
て
、
教
育
委
員
会
に
お
願
い
を

し
て
い
ま
す
。 

１
歳
で
突
然
障
害
児
に

堤
友
彦
く
ん
は
、
昭
和
54
年
、

府
中
市
で
生
ま
れ
、
１
歳
の
と
き

２
階
の
窓
か
ら
落
ち
る
と
い
う
大

事
故
に
よ
り
、
左
の
脳
の
ほ
と
ん

ど
を
失
う
。
医
師
よ
り
、
「
し
ゃ

べ
れ
な
い
。
歩
け
な
い
。
全
盲
。
」

と
宣
告
さ
れ
た
が
、
カ
セ
ッ
ト
の

音
楽
を
聴
い
て
体
の
リ
ズ
ム
を
と

っ
て
い
る
の
を
お
母
さ
ん
が
気
づ

き
、
音
楽
を
聞
か
せ
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
を
習
わ
せ
た
。 

 

保
育
所
・
小
学
校
に
入
る

入
退
院
を
く
り
か
え
し
、
右

半
身
麻
痺
な
が
ら
歩
く
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
保
母
さ
ん
、

地
域
の
方
、
ま
わ
り
に
支
え
ら
れ
、

保
育
所
入
所
が
実
現
。 

「
中
国
地
方
で
全
盲
の
子
が
、

地
域
の
小
学
校
に
入
学
し
た
例
は

な
い
。
」
と
、
行
政
か
ら
反
対
さ

れ
た
が
、
多
く
の
人
の
支
援
で
小

学
校
に
入
学
で
き
た
。
以
後
、
障

害
児
に
門
戸
が
開
か
れ
た
。 

ま
わ
り
の
人
に
感
謝
し
、
そ

の
分
、
人
の
お
世
話
を
し
よ
う
と
、

「
府
中
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

に
参
加
、
会
長
に
な
り
活
躍
し
た
。 

 

む
ご
い
親

４
年
の
時
、
「
お
母
ち
ゃ
ん
、

先
に
帰
る
よ
。
」
と
う
そ
を
つ
い

て
、
小
学
校
か
ら
7
0
0
メ
ー
ト

ル
一
人
で
白
杖
を
持
っ
て
帰
宅
の

訓
練
。
途
中
、
道
の
真
ん
中
に
立

ち
つ
く
し
た
り
、
溝
に
転
落
し
た

り
、
そ
れ
を
蔭
で
見
守
る
。
今
、

友
彦
く
ん
は
、
「
む
ご
い
親
」
と

笑
う
。
ひ
と
り
で
安
心
し
て
帰
宅

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
３
年
か

か
っ
た
と
い
う
。 

 

左
手
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

６
年
に
な
る
と
、
初
め
て
の

曲
で
も
何
度
か
聴
け
ば
、
だ
い
た

い
の
コ
ー
ド
が
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
歌
詞
は
、
ま
ね
を
し
て
歌

う
が
、
「
空
」「
白
い
」「
雲
」
な

ど
、
全
盲
の
友
彦
君
に
理
解
で
き

る
よ
う
な
説
明
は
む
ず
か
し
い
。 

 

３
度
目
で
府
中
東
高
校
入
学

人
と
の
つ
き
あ
い
の
難
し
か

っ
た
友
彦
君
が
、
地
域
の
学
校
に

通
い
、
友
達
の
中
で
成
長
で
き
た
。

「
高
校
入
学
を
実
現
さ
せ
る
会
」

も
で
き
、
県
教
委
に
粘
り
強
く
交

渉
。
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
も
あ

り
受
験
し
た
が
、
問
題
の
代
読
、

回
答
の
代
筆
は
認
め
ら
れ
ず
不
合

格
。
高
校
の
校
門
の
前
で
、
登
校

す
る
生
徒
に
毎
日
挨
拶
し
て
い
く

ら
か
高
校
生
気
分
を
味
わ
う
。
２

学
期
か
ら
中
学
の
教
室
に
通
い
、

勉
強
も
や
り
な
お
し
。
点
字
速
度

も
上
達
し
た
が
、
２
回
目
の
受
験

も
不
合
格
。
３
年
目
で
、
府
中
東

高
校
に
や
っ
と
合
格
。
高
校
生
活

も
経
験
し
た
。 

 

音
楽
療
法
ス
タ
ッ
フ

現
在
も
、
右
半
身
麻
痺
、
全

盲
と
障
害
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

高
校
卒
業
後
、
福
山
で
「
音
楽
療

法
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
、
と
も
に

生
き
る
す
ば
ら
し
さ
を
キ
ー
ボ
ー

ド
弾
き
語
り
で
伝
え
て
い
る
。
小

学
校
や
、
保
育
所
、
施
設
な
ど
訪

問
し
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
と
ト
ー

ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
。
友
彦
く
ん
は

「
元
気
を
出
し
て
、
生
き
よ
う
よ
。

あ
き
ら
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
君

の
人
生
だ
か
ら
。
夢
は
、
い
つ
か

絶
対
か
な
う
ん
よ
。
」
と
私
た
ち

に
歌
い
か
け
る
。 

 

保
護
者
・
児
童
の
感
想

「
私
た
ち
に
は
想
像
も
で
き

な
い
苦
労
を
さ
れ
た
の
に
お
母
様

の
明
る
い
笑
顔
と
素
直
に
表
現
す

る
友
彦
さ
ん
に
何
か
光
を
感
じ
ま

す
。
」 

「
我
が
子
が
す
ご
い
人
だ
ね
。

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
何
か
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
」 

５
年
の
岡
野
合
華
さ
ん
は
、
「
私

た
ち
に
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て

い
る
と
、
必
ず
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
」
と
感
想
を
書
い
て
い
る
。 

 

２
月
１
日
の
音
楽
発
表
会

町
の
人
も
含
め
て
４
０
０
人

が
来
校
し
た
が
、
「
笑
顔
の
明
日

を
つ
か
も
う
よ
」（
堤
恵
子
作
詞
、

友
彦
演
奏
・
歌
）
を
全
教
員
で
歌

う
と
、
感
激
で
会
場
い
っ
ぱ
い
の

拍
手
が
あ
っ
た
。
　 

「
友
彦
君
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

き
っ
か
け
に
、
学
校
が
一
団
と
な

っ
て
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
よ
う

に
な
っ
た
。
」
と
岩
木
校
長
は
話

し
て
い
ま
し
た
。 

２
月
17
日
（火）
午
後
７
時
30
分

か
ら
、
因
島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学

校
開
放
講
座
「
陶
芸
教
室
」
を
開

い
た
。
16
名
の
市
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
、
伊
賀
崇
先
生
の
指
導
の

も
と
、
粘
土
を
こ
ね
、
ろ
く
ろ
を

回
し
、
皿
、
湯
の
み
、
丼
な
ど
、

芸
術
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
。
素

焼
き
さ
れ
た
あ
と
、
次
回
、
絵
付

け
を
行
う
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
開
放
講
座

「
陶
芸
教
室
」開
催

 

松
原
幸
子
校
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

東
生
口
小
学
校
を
た
ず
ね
て

田
熊
小
で
コ
ン
サ
ー
ト

因
島
高
校
吹
奏
楽
部
保
護
者
会

           

会
長
　
江
藤
真
智
子

3/213/21

吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

定
期
演
奏
会

日

堤 
友
彦
君
、
障
害
を
の
り
こ
え
て
、

             

生
き
る
す
ば
ら
し
さ
を
歌
う

児
童
52
名

東
生
口
小
学
校
を
た
ず
ね
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp
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w
w
.fu
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u
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/

〜

       to
m
o
h
iko

今
年
度
の
活
動
が
ど
う
な
る

の
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
部

員
、
保
護
者
と
も
喜
ん
で
い
ま
す
。 

11
月
の
市
制
50
周
年
の
実
行

委
員
会
か
ら
「
地
元
の
高
校
」
と

い
う
こ
と
で
、
参
加
の
要
請
が
あ

り
、
市
民
会
館
で
演
奏
で
き
た
の

は
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
恒
例
の
「
定
期
演
奏
会
」

が
３
月
21
日
に
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
学
校
長
よ
り
「
が

ん
ば
っ
て
い
る
か
？
」
と
声
を
か

け
て
頂
い
た
り
、
諸
先
生
方
に
励

ま
し
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

市
民
の
方
々
に
は
、
ポ
ス
タ

ー
の
掲

示
や
チ

ケ
ッ
ト

の
販
売

で
ご
協

力
い
た

だ
き
、

み
な
さ

ん
に
支

え
ら
れ
て
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
も
「
吹
奏
楽
部
」
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

平成
15年度

因
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
開
催

因
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
開
催

因
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
開
催
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Ａ
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因
島
市
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小
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会長
小 川 佳 孝

２
月
15
日
（日）
、
芸
予
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
約
３
０
０
名
が
集
い
、

「
未
来
に
輝
く
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
す
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
因
島

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
、
尾
三
教
育
事
務
所

長
奥
典
道
様
を
は
じ
め
、
多
数
の

教
育
関
係
者
の
皆
様
の
ご
出
席
を

賜
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

開
会
行
事
の
後
、
永
年
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
功
労
者
へ
の
表
彰
、
特

に
今
年
度
は
文
部
科
学
大
臣
か
ら

特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

三
庄
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
楠
見
由
活
さ
ん

へ
の
表
彰
伝
達
式
も
行
な
い
、
楠

見
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

第
一
部
の
講
演
で
は
、
因
島

市
学
校
医
師
会
か
ら
益
田
眼
科
小

児
科
医
院
の
益
田
裕

朗
先
生
が
「
子
ど
も

の
屈
折
異
常
」
と
題

し
て
の
子
ど
も
た
ち

の
眼
の
健
康
に
つ
い

て
の
お
話
、
続
い

て
、
三
庄
小
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
し
た
「
コ
ス
モ
ス

の
会
」
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
で
は
、
会
場
も
一
緒
に
「
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
を
合
唱

し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

土
生
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
究
発
表
「
学

校
へ
行
こ
う
や
」
で
は
、
日
頃
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
報
告
に
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。 

第
二
部
記
念
講
演
で
は
、
府

中
市
教
育
長
の
半
田
光
行
先
生
が

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら
れ

る
も
の
〜
因
島
教
育
の
飛
躍
を
願

っ
て
」
を
演
題
に
、
地
域
を
取
り

巻
く
教
育
環
境
に
大
人
た
ち
が
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

半
田
先
生
は
、
因
島
で
新
任

教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
当
時
の
教
え
子
た

ち
が
、
現
在
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
中

に
多
く
お
り
、
大
勢
の
皆
さ
ん
と

懐
か
し
く
話
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

い
じ
め
、
不
登
校
や
犯
罪
の

低
年
齢
化
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
に
対
し
、
今
何
を

な
す
べ
き
か
、
市
内
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
一
堂
に

会
し
、
協
議
で
き
、
有

意
義
で
し
た
。
今
後
も

地
域
・
学
校
・
関
係
団

体
と
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を

願
い
し
っ
か
り
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 


